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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（１）Ｔｉ及びＺｒの少なくとも１種、（２）Ａｇ並びに（３）Ｃ及びＢＮの少なくとも
１種、を含む混合原料を燃焼合成することにより得られる、Ａｇ含有量が１～５０重量％
である多孔質セラミックからなる銀イオン水生成用材料。
【請求項２】
前記成分（１）：成分（３）のモル比が１：０．２～２である請求項１に記載の銀イオン
水生成用材料。
【請求項３】
前記混合原料が成形体である請求項１又は２に記載の銀イオン水生成用材料。
【請求項４】
多孔質セラミックの気孔率が３０～７０％である請求項３に記載の銀イオン水生成用材料
。
【請求項５】
請求項１～４のいずれかに記載の銀イオン水生成用材料と水とを混合することを特徴とす
る銀イオン水の製造方法。
【請求項６】
銀イオン水生成用材料と水との混合に際して、少なくとも前記銀イオン水生成用材料に超
音波を照射する請求項５に記載の製造方法。
【請求項７】
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銀イオン水生成用材料及び水が充填された容器の一部を溶媒中に浸漬し、前記溶媒を介し
て超音波を照射する、請求項６に記載の製造方法。
【請求項８】
前記溶媒が、水槽を備えた超音波洗浄器の前記水槽中に充填されている、請求項７に記載
の製造方法。
【請求項９】
超音波の周波数が１～２００ＫＨｚである請求項６～８のいずれかに記載の製造方法。
【請求項１０】
スプレーノズル付きの容器中に、請求項１～４のいずれかに記載の銀イオン水生成用材料
及び水を充填してなる銀イオン水スプレー装置。
【請求項１１】
水中の銀イオン濃度が１０～２００ｐｐｂである、請求項１０に記載の銀イオン水スプレ
ー装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規な銀イオン水生成用材料とそれを用いる銀イオン水製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水の殺菌方法としては、例えば、１）加熱高温殺菌、２）塩素殺菌、３）オゾン殺菌、
４）紫外線殺菌、５）次亜塩素酸を含む電解水による殺菌等が知られている。ところが、
これらの方法では、次のような問題がある。
【０００３】
　塩素殺菌は、現在広く使用されているものの、時間経過とともに水中塩素濃度が低下す
るため、定期的に塩素を追加する必要がある。しかも、塩素殺菌では、副生成物としてト
リハロメタンを発生するおそれがある。
【０００４】
　加熱高温殺菌、オゾン殺菌、紫外線殺菌及び次亜塩素酸を含む電解水による殺菌は、い
ずれも電力が必要であり、コスト的に不利である。
【０００５】
　また、塩素水、オゾン水及び次亜塩素酸を含む電解水は、いずれも臭気の問題がある。
【０００６】
　このほかにも、オゾン殺菌では、オゾン自体が人体に有害であってその使用に限界があ
る。また、次亜塩素酸を含む電解水による殺菌は、次亜塩素酸がステンレス鋼等の金属を
腐食させる。
【０００７】
　これに対し、銀イオン殺菌は、数十ｐｐｂという低濃度で殺菌効果を発揮し、イオンを
用いるために気化等が起こりにくく長期殺菌効果が期待できる。また、銀イオン水は、オ
ゾン等と異なり、無味・無臭である。このため、さまざまな殺菌用途に銀イオン水は使用
されている。
【０００８】
　しかし、水に対する銀の溶解度は１０ｐｐｂ程度であり、銀をそのまま水中に投入して
も、それ以上の濃度に達しない。このため、電極法により、銀イオンを放出することが行
われている。実際上も、銀イオンを利用する洗濯機、食器洗浄機等においても、水中に２
枚の電極を入れ、電圧を付加することにより、水中に１０ｐｐｂの銀イオンを放出させる
方法が採られている。この場合、電池等を含む電気的装置が必要となり、それだけに構造
が複雑化する。また、電極を用いる場合は、表面が汚れるとイオン化しにくくなるととも
に、使用する水に含まれる不純物量により電気抵抗が変化するため、所定の濃度を維持す
るためには水質によって調整が必要になる等の問題点がある。



(3) JP 4601361 B2 2010.12.22

10

20

30

40

50

【０００９】
　一方、銀イオンを得るための方法として、硝酸銀等の塩類を用いる方法がある。この方
法では、高い銀イオン濃度を得ることは可能であるが、濃度管理が難しく、コストが高く
なる。しかも、水量を増やした場合あるいは流水の場合では、さらに塩類の追加投入が必
要である。
【００１０】
　そのため、水量に合わせて所定濃度の銀イオンが自発的に放出される徐放機構を有する
銀イオン水生成方法の開発が望まれていた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　このように、これまでの銀イオンによる方法は、電極等の電気的設備が必要であったり
、あるいは濃度管理が煩雑である等の問題があり、これらを解決できる技術の開発が待た
れている。
【００１２】
　従って、本発明の主な目的は、比較的簡便な方法で比較的高濃度の銀イオン水を得る方
法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明者は、上記従来技術の問題に鑑みて鋭意研究を重ねた結果、特定の材料を銀イオ
ンの供給源として用いることにより上記目的を達成できることを見出し、本発明を完成す
るに至った。
【００１４】
　すなわち、本発明は、下記の銀イオン水生成用材料に係る。
【００１５】
　１．　（１）Ｔｉ及びＺｒの少なくとも１種、（２）Ａｇ並びに（３）Ｃ及びＢＮの少
なくとも１種、を含む混合原料を燃焼合成することにより得られる、Ａｇ含有量が１～５
０重量％である多孔質セラミックからなる銀イオン水生成用材料。
【００１６】
　２．　前記成分（１）：成分（３）のモル比が１：０．２～２である前記項１に記載の
銀イオン水生成用材料。
【００１７】
　３．　前記混合原料が成形体である前記項１又は２に記載の銀イオン水生成用材料。
【００１８】
　４．　多孔質セラミックの気孔率が３０～７０％である前記項３に記載の銀イオン水生
成用材料。
【００１９】
　５．　前記項１～４のいずれかに記載の銀イオン水生成用材料と水とを混合することを
特徴とする銀イオン水の製造方法。
【００２０】
　６．　銀イオン水生成用材料と水との混合に際して、少なくとも前記銀イオン水生成用
材料に超音波を照射する前記項５に記載の製造方法。
【００２１】
　７．　銀イオン水生成用材料及び水が充填された容器の一部を溶媒中に浸漬し、前記溶
媒を介して超音波を照射する、前記項６に記載の製造方法。
【００２２】
　８．　前記溶媒が、水槽を備えた超音波洗浄器の前記水槽中に充填されている、前記項
７に記載の製造方法。
【００２３】
　９．　超音波の周波数が１～２００ＫＨｚである前記項６～８のいずれかに記載の製造
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方法。
【００２４】
　１０．　スプレーノズル付きの容器中に、前記項１～４のいずれかに記載の銀イオン水
生成用材料及び水を充填してなる銀イオン水スプレー装置。
【００２５】
　１１．　水中の銀イオン濃度が１０～２００ｐｐｂである、前記項１０に記載の銀イオ
ン水スプレー装置。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、銀を含む原料を用いて燃焼合成法により得られる多孔質セラミックを
銀イオン生成用材料として用いるので、電気的回路や塩類を必要とせず、銀イオンの自発
的な放出効果により比較的高い濃度の銀イオン水を提供することができる。
【００２７】
　特に、超音波照射を用いる場合には、水中への銀イオン放出が加速され、より短時間で
高い濃度の銀イオン水を得ることができる。例えば、数分後（およそ１～５分後）には１
０～２００ｐｐｂの銀イオン水を得ることも可能である。また、超音波照射を行う場合に
は、銀イオン水生成用材料に付着した汚れが取れて清浄面が常に出る洗浄効果もあるとと
もに、水質によらず所定の濃度をもつ銀イオン水を製造することが可能となる。
【００２８】
　本発明のスプレー装置は、固形の銀イオン生成用材料が含まれるので、銀イオンを水中
に放出することができる。そして、これまでの銀イオン水の用途と同様の用途、例えば消
臭、殺菌、抗菌等に使用することができる。
【００２９】
　また、本発明のスプレー装置は、銀イオン生成用材料から銀のすべてが放出されるまで
繰り返し使用することができる。市販されている消臭・殺菌スプレーは、全量を使用後に
再利用するというコンセプトで製造されておらず、いわゆる１回使い捨てがほとんどであ
る。これに対し、本発明のスプレー装置では、最初の銀イオン水を使い切った場合、銀イ
オン水生成用材料が入った容器に水を補充するだけで再び銀イオン水が再び製造できるた
め、繰り返し使用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　１．銀イオン水生成用材料
　本発明の銀イオン水生成用材料は、（１）Ｔｉ及びＺｒの少なくとも１種、（２）Ａｇ
並びに（３）Ｃ及びＢＮの少なくとも１種、を含む混合原料を燃焼合成することにより得
られる、Ａｇ含有量が１～５０重量％である多孔質セラミックからなることに特徴を有す
る。
【００３１】
　本発明材料は、上記の混合原料をいわゆる燃焼合成法により製造されるセラミック多孔
質体である。燃焼合成法自体は、公知の燃焼合成法に従って実施することができる。例え
ば、燃焼合成が可能な２種類以上の粉末と銀粉末とを含む混合原料に着火することにより
燃焼合成反応が開始し、およそ数秒で銀が分散したセラミック多孔質体が製造される。
【００３２】
　本発明では、混合原料として（１）Ｔｉ及びＺｒの少なくとも１種、（２）Ａｇ並びに
（３）Ｃ及びＢＮの少なくとも１種、を含む混合原料を用いる。
【００３３】
　混合原料は、混合粉末の形態でも良いが、特に成形体であることが好ましい。成形体と
する場合は、例えばプレス成形法、押し出し成形法等の公知の方法に従えば良い。成形体
の密度は特に制限されないが、燃焼合成後の反応生成物における相対密度が８０％以下と
なるように適宜調整すれば良い。なお、相対密度の下限値は、組成等に応じて適宜決定す
ることができる。
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【００３４】
　混合原料の組成は、燃焼合成が可能な組成であれば特に限定されない。上記組成は、特
に、上記成分（２）（すなわちＡｇ）が最終的に本発明材料中１～５０重量％となるよう
に調節する。また、上記成分（１）及び成分（３）は、成分（１）：成分（３）をモル比
で１：０．２～２程度とし、特に１：０．８～１．２とすることが好ましい。
【００３５】
　また、上記成分（１）～（３）は、それぞれ別々の原料を用いても良く、あるいはこれ
らを含む化合物を使用することもできる。
【００３６】
　燃焼合成に際しては、上記の混合原料を空気中で着火すれば良い。通常は、空気中で着
火することにより、２０００℃以上の高温反応が連鎖的に進行する燃焼合成反応が起こり
、数秒程度でセラミック多孔質体が得られる。このセラミック多孔質体は、全体として三
次元網目構造を有する。また、このセラミック多孔質体は、その表面層は空気中の酸素と
反応して酸化物セラミックスからなり、内部は非酸化物セラミックスからなる多層構造を
有する。セラミック多孔質体中において、銀は、特に多層構造の表面層に均一に分散して
いる。この場合、銀は、原料粉末として用いた銀粒子よりも微細な粒子として均一に分散
している。この理由としては、燃焼合成の際の２０００℃以上の高温反応で銀が溶融して
三次元網目構造の表面をコーティングするとともに、その一部は気化して冷却時に微粒子
となって付着するためと考えられる。このように、本発明材料の多孔質セラミックの好ま
しい一形態としては、ＴｉとＡｇとＣとの混合原料を用いて燃焼合成することにより、酸
化チタンを主成分とする表面層と炭化チタンを主成分とする内部との多層構造を有し、銀
粒子が多孔質セラミック全体にわたって分散しているものが挙げられる。
【００３７】
　本発明材料のＡｇ含有量は、用途、使用目的等に応じて適宜設定すれば良いが、通常は
１～５０重量％程度とし、特に１０～５０重量％とすることが望ましい。
【００３８】
　本発明材料における多孔質セラミックの気孔率は限定されないが、特に３０～７０％で
あることが好ましい。かかる範囲に設定することによって、より効率的に銀イオンを生成
させることができる。
【００３９】
　本発明材料の形態及び大きさは限定されず、用途、使用目的等に見合ったものを設計す
れば良い。例えば、後記の本発明のスプレー装置に用いる場合には、スプレー容器に収容
でき、かつ、効率的に銀イオンを溶出できるような形態とすれば良い。より具体的には、
円板状、球状、棒状、板状等の形態を有するペレットとして用いることが望ましい。また
、粒径が数ｍｍ程度の顆粒のほか、部分的に多孔質形状を保持できる程度に粉砕した数十
ミクロンの粗粒粉末等でも良い。
【００４０】
　本発明の銀イオン水生成用材料を使用するに際しては、具体的な方法は後記に示すが、
本発明材料を水と混合することにより所定の濃度の銀イオン水を得ることができる。
【００４１】
　２.  銀イオン水の製造方法
　本発明は、前記の本発明銀イオン水生成用材料と水とを混合することを特徴とする銀イ
オン水の製造方法を包含する。
【００４２】
　本発明材料と水との割合は特に限定されず、所望の銀イオン濃度等に応じて適宜設定す
れば良い。一般的には、水１リットルに対して銀重量で０．１～５ｇ程度の範囲内から適
宜設定することができる。
【００４３】
　水は、銀イオンが存在し得るものであれば特に限定されない。例えば、蒸留水、脱イオ
ン水、純水、超純水等に加えて、通常の水道水、井戸水等も使用することができる。
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【００４４】
　本発明材料と水との混合に際しては、常温下で混合すれば良い。また、必要に応じて、
攪拌することもできる。
【００４５】
　本発明の製造方法では、特に、銀イオン水生成用材料と水との混合に際して、少なくと
も前記銀イオン水生成用材料に超音波を照射することが望ましい。超音波照射によって、
より効果的に銀イオンの溶出を促進させることができる。超音波の周波数は特に限定され
ないが、一般的には１～４００ＫＨｚ（特に３０～２００ＫＨｚ）の範囲とすることが望
ましい。超音波照射の時間は、照射される水の量等に応じて適宜決定することができる。
【００４６】
　超音波照射は、公知の装置を使用することができる。特に、超音波洗浄機等を公的に用
いることができる。超音波洗浄機は、洗浄のための水槽が備えられている。従って、その
水槽に適当な溶媒を充填し、銀イオン水生成用材料及び水が充填された容器の一部をその
溶媒中に浸漬し、前記溶媒を介して超音波を照射すれば良い。前記溶媒としては、例えば
水を用いることができる。
【００４７】
　本発明の製造方法により得られる銀イオン水は、所定の濃度の銀イオンが比較的安定し
て水中に存在する。前記濃度は、銀イオン水の使用方法、用途等に応じて適宜設定するこ
とができる。特に、本発明では、通常は１０ｐｐｂ以上、好ましくは１０～２００ｐｐｂ
、より好ましくは３０～２００ｐｐｂという高濃度の銀イオン水も提供することが可能で
ある。
【００４８】
　３．スプレー装置
　本発明は、スプレーノズル付きの容器中に、前記の本発明銀イオン水生成用材料及び水
を充填してなる銀イオン水スプレー装置も包含する。
【００４９】
　銀イオン水生成用材料は、前記のように、水１Ｌに対して銀重量で０．１～５ｇ程度の
範囲内となるように充填すれば良い。
【００５０】
　水中に投入される銀イオン水生成用材料の形態は限定的ではなく、例えば銀イオン水生
成用材料のペレットを好適に充填することができる。このペレットは、前記のように多孔
質セラミックからなるものであるため、銀イオンが徐々に水中に溶出でき、長期間にわた
って一定の銀イオン濃度を維持することができる。
【００５１】
　スプレーノズル付き容器は、公知又は市販の容器を採用することができる。スプレーは
、手動式又は自動式のいずれでも良い。また、容器の大きさも限定的ではないが、手で持
てる範囲という見地では容量５０～２０００ｃｃの範囲内で適宜設定することが望ましい
。容器の材質も限定的ではなく、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）等の材質を好適
に用いることができる。
【００５２】
　本発明装置では、容器中の水中の銀イオン濃度が１０ｐｐｂ以上、好ましくは１０～２
００ｐｐｂ、より好ましくは３０～２００ｐｐｂであることが望ましい。かかる濃度に設
定することによって、所望の殺菌効果等をより確実に得ることができる。
【００５３】
　本発明装置の使用に際しては、被処理物にスプレーノズルを向けて銀イオン水を噴霧す
れば良い。本発明装置によって銀イオン水を効率良くミスト状で噴霧できる。このため、
例えば１）部屋、押入、カーテン、家具、トイレ、浴室、流し台、２）衣類・食器・包丁
・まな板・ふきん・靴・生ゴミ、ゴミペール、３）電車・バス、タクシー、自家用車、介
護施設、病院、ホテル客室、レストラン、食品製造加工施設、家畜飼育施設等において、
消臭、殺菌、抗菌等を目的として使用することができる。
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【００５４】
　本発明のスプレー装置は、銀イオン水を使い切った後、水を補充することにより再利用
することができる。通常、薬剤の入ったスプレーは使い捨てタイプが多いが、本発明装置
は使い終わった後に、水だけをスプレーノズル付きの容器中に補充することにより、再び
銀イオン水を生成させることができる。このため、本発明装置は、繰り返し使用できるこ
とにも特徴がある。水を補充する際は、特に水中の銀イオン生成用材料に少なくとも超音
波を照射することにより、自然放置の場合よりもより短時間で所定濃度（特に１０～２０
０ｐｐｂ）の銀イオン水を得ることができる。この場合、水をスプレーノズル付きの容器
中に補充した後、容器ごと超音波発振装置（好ましくは超音波洗浄機の水槽）に設置する
ことによって、超音波照射を行うことができる。すなわち、水等の溶媒を入れた前記水槽
中にスプレーノズル付きの容器を容器ごと浸漬すれば良い。
【実施例】
【００５５】
　以下に実施例を示し、本発明の特徴とするところをより具体的に説明する。ただし本発
明の範囲は、実施例の範囲に限定されるものではない。
【００５６】
　実施例1：ＴｉＯ2/ＴｉＣペレット製造
　１：１のモル比でＴｉとＣ粉末を秤量後、２０ｗｔ％の銀粉末を添加した混合粉末を直
径２０ｍｍで厚み５ｍｍの形状にプレス成形した。空気中でこの成形体の一端をアーク放
電着火すると燃焼合成が起こり、約５秒後に相対密度５０％で質量４．５ｇのセラミック
多孔質ペレットが得られた。ペレットに含まれる銀の量は０．７５ｇであった。このペレ
ットについてＸ線回折分析を行った結果、ＴｉＯ2、ＴｉＣ、Ａｇと若干の残留Ｃから成
ることがわかった。また、ＥＤＸによる元素分布を観察した結果、表面ＴｉＯ2層及び内
部ＴｉＣ層のいずれの三次元網目構造においても、連続した細孔内壁面全体を覆うように
Ａｇが均一に微細分散していることが判明した。このようにして、燃焼合成することによ
り銀イオン水生成用材料が短時間で製造することができた。
【００５７】
　実施例２：ＴｉＣペレット製造
　１：１のモル比でＴｉとＣ粉末を秤量後、２０ｗｔ％となるように銀粉末を添加した混
合粉末を直径２０ｍｍで厚み５ｍｍにプレス成形した。アルゴン中でこの成形体の一端を
ＹＡＧレーザーで着火すると燃焼合成が起こり、約５秒後に相対密度が５０％のセラミッ
ク多孔質ペレットが得られた。このペレットについてＸ線回折分析を行った結果、ＴｉＣ
、Ａｇと若干の残留Ｃから構成されており、実施例１と同様に微細なＡｇが均一に分散し
ていた。
【００５８】
　実施例３：ＴｉＢＮペレット製造
　３：１のモル比でＴｉとＢＮ粉末を秤量後、２０ｗｔ％となるように銀粉末を添加した
混合粉末を直径２０ｍｍで厚み５ｍｍにプレス成形した。アルゴン中でこの成形体の一端
をＹＡＧレーザーで着火すると燃焼合成が起こり、約５秒後に相対密度が４５％のセラミ
ック多孔質ペレットが得られた。このペレットについてＸ線回折分析を行った結果、Ｔｉ
Ｂ、ＴｉＢ2、ＴｉＮ、Ａｇから構成されており、実施例１と同様にセラミック多孔質の
細孔内壁面にＡｇが均一に微細分散していた。
【００５９】
　実施例４：銀イオン水の製造
　１リットルのガラスビーカーに水（約１Ｌ）を入れ、実施例１で得た銀イオン水生成用
ペレットを１個投入して自然放置した。その結果、２時間後に２５ｐｐｂ、２４時間後に
４０ｐｐｂの銀イオン水が得られた。銀イオン溶出量の時間変化を図１（Ａ）に示す。
【００６０】
　実施例５：銀イオン水製造
　１リットルのガラスビーカーに水（約１Ｌ）を入れ、実施例２で得た銀イオン水生成用
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できた。銀イオン溶出量の時間変化を図１（Ｂ）に示す。
【００６１】
　実施例6：超音波照射
　図２に示す超音波発振装置を用いて超音波照射を実施した。この装置は、超音波発振機
上に水槽が備えられている。図２のように、上記水槽に水を入れ、そこに１リットルのガ
ラスビーカーを入れた。実施例２で得られた銀イオン水生成用ペレット１個と水とをビー
カーに入れた。ビーカーごと超音波照射（周波数４０ＫＨｚ）を行うと、ビーカー内の水
に銀イオン水生成用ペレットから銀イオンが溶出した。照射１分後には８０～１００ｐｐ
ｂの銀イオン水となり、その後２０分間照射しても銀イオン濃度は一定の８０～１００ｐ
ｐｂであった。超音波照射を止めた後、別のビーカーに銀イオン水だけ取り出して放置し
、銀イオン濃度の経時変化を測定した。その結果、３日後で８０～１００ｐｐｂと保持で
き、９日後でも濃度に大きな変化は認められなかった。
【００６２】
　実施例7：ビーカーに対する超音波照射
　図２のように、超音波発振装置の水槽に水を入れ、その水槽に１リットルのガラスビー
カーを入れた。このビーカーには、実施例１で得られた銀イオン水生成用ペレット1個と
水（約１Ｌ）とが入っている。ビーカーごと超音波照射を行うと、ビーカー内の水に銀イ
オン水生成用ペレットから銀イオンが溶出し、２０分間の照射後には８０～１００ｐｐｂ
の銀イオン水が得られた。
【００６３】
　実施例8：ペットボトルに対する超音波照射
　２リットルのペットボトルに、実施例２で得られた銀イオン水生成用ペレット１個と水
（約２Ｌ）を入れ、実施例６と同様に超音波照射を行った。その結果、照射１分後には８
０～１００ｐｐｂの銀イオン水が製造できた。超音波照射を止めた後、別のペットボトル
に銀イオン水だけ取り出して放置し、銀イオン濃度の経時変化を測定したところ、１日後
で８０～１００ｐｐｂと保持でき、３日後でも同様の８０～１００ｐｐｂとなり変化しな
かった。
【００６４】
　実施例９：殺菌テスト
　銀イオン濃度が４０ｐｐｂとなった実施例４の銀イオン水を用い、生菌数検査を行った
。その結果を表１に示す。
【００６５】
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【表１】

【００６６】
　表１の結果からも明らかなように、大腸菌、緑膿菌、サルモネラ、黄色ブドウ球菌及び
レジオネラは、２４時間後に１/１００００以下まで生菌数が減少して殺菌力を有するこ
とが判明した。また、黒こうじカビも同様に２４時間後に約２０％まで生菌数が減少し、
７２時間後には１％以下まで減少した。
【００６７】
　実施例１０：小型プール＋投げ込み式超音波
　約４トンの水を入れた塩化ビニル樹脂製のプールに超音波照射を実施した。周波数４０
ＫＨｚで最大高周波出力３００Ｗの超音波発信機からケーブル接続された投げ込み式超音
波振動子と、実施例２で得られた銀イオン水生成用ペレット１５０個を入れたステンレス
金網かごを振動子上面に置いた状態で、プール底に沈めた。超音波照射を１時間行って銀
イオンを溶出させた後、ペレットを入れたステンレス金網かごと超音波振動子を取り出し
た。
【００６８】
　このようにして製造した約４トンの銀イオン水の殺菌効果持続性を調べた結果、１日後
において大腸菌群は検出されず、一般生菌数は２８０ｃｆｕ/ｍＬであった。同様に２日
後に検査したところ、大腸菌群は検出されず、一般生菌数は１００ｃｆｕ/ｍＬまで減少
していた。このように銀イオン水生成用ペレットを入れた水に超音波照射して製造した銀
イオン水は殺菌効果が持続することが判明した。
【００６９】
　実施例１１：洗濯機に対するペレット投入
　市販の全自動式洗濯機を用い、ごみ・糸くずの捕集フィルターネット内に実施例１で得
られた銀イオン水生成用ペレットを１個入れて、洗濯を１日に１回の割合で８ヶ月間行っ
た。比較のため、上記ペレットを入れない状態でも同様の試験を実施した。
【００７０】
　その結果、ペレットを入れない通常の洗濯では、脱水槽（内槽）の外側と樹脂外槽の内
側の間に黒カビ類等が付着した。これに対し、銀イオン水生成用ペレットをごみ・糸くず
フィルターに入れておいた場合には、目視では黒カビ類や汚れが確認できない程の清浄さ
を示した。このようにして洗濯槽内のカビの発生、増殖を抑えることができるようになっ
た。
【００７１】
　実施例１２：超音波加湿器の中にペレット投入
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　市販の超音波加湿器を用いて、組み込まれた小型の超音波振動子に近接する水中に、実
施例１で得られた銀イオン水生成用ペレットを１個入れた後、超音波加湿を行った。その
結果、連続して銀イオン水を部屋等の空間中に霧化・放散することができるようになり、
部屋内の消臭・殺菌・抗菌を行えるようになった。また、上記ペレットを使用せずに通常
の超音波加湿を行った場合、水道水に含まれるＣａ成分、Ｍｇ成分等が加湿器容器内や部
屋壁に白色析出物（スケール）として付着する現象が認められた。これに対し、銀イオン
水生成用ペレットを水道水に投入して得られる銀イオン水を超音波加湿した場合、加湿器
容器内や部屋壁に白色状析出物の付着はほとんど無くなった。
【００７２】
　実施例１３：スプレー容器にペレット
　水と、実施例１で得た銀イオン水生成用ペレットを１個投入した５００ｃｃのスプレー
ノズル付きの容器からなる銀イオン水スプレー装置を用いた場合、２４時間後に４０ｐｐ
ｂの銀イオン水が製造でき、ノズルを通して銀イオン水を噴霧することができた。
【００７３】
　実施例１４：スプレー容器に対する超音波照射
　水と、実施例１で得られた銀イオン水生成用ペレット１個とを入れた５００ｃｃのスプ
レーノズル付きの容器からなる銀イオン水スプレー装置を超音波発振装置に入れて、１分
間の超音波照射（周波数４０ＫＨｚ）を実施した。これにより得られた銀イオン水の濃度
は８０～１００ｐｐｂであった。
【００７４】
　実施例１５：スプレー容器＋超音波で繰り返し実験
　水と、実施例１で得られた銀イオン水生成用ペレットを４個投入した５００ｃｃのスプ
レーノズル付きの容器からなる銀イオン水スプレー装置を、超音波発振装置に入れ、１分
間の超音波照射（周波数４０ＫＨｚ）～製造できた銀イオン水を別容器に移し替え～スプ
レーノズル付きの容器に新たに水を充填する、というサイクルを繰り返し、各回毎の銀イ
オン濃度を測定した。この繰り返し実験の結果、３０回目の銀イオン濃度は１回目と同様
に６０～１００ｐｐｂの高濃度を保持することができた。
【００７５】
　実施例１６：消臭テスト結果
　たばこ吸い殻を水に入れて得られるたばこ水溶液を入れたスプレーから、ガラス容器内
に約０．２ｃｃ噴霧した後、実施例１４に記載の銀イオン水を入れたスプレーから約１ｃ
ｃ噴霧した。銀イオン水を噴霧する前後において、モニター（神栄株式会社製「ＯＭＸ－
ＧＲ」）により数値計測した結果、１/１００以下までたばこ臭気の減少することがわか
り、銀イオン水による消臭効果が確認できた。たばこ水溶液に替えて酢酸水溶液でも同様
の実験を行ったが、１/５０まで臭気が減少した。
【００７６】
　実施例１７：ウォーターマーク
　通常の水道水で洗浄したガラス製容器やステンレスをそのまま放置して乾燥させると、
表面に白い水滴痕（ウォーターマーク）が現れる。一方、実施例１３又は１４で製造した
銀イオン水を、洗浄後の水滴が付いた状態のガラス製容器やステンレスに噴霧したところ
、乾燥後に水滴痕は認められなかった。この理由は明確でないが、銀イオン水生成用ペレ
ットが水と接触して、銀イオン水中にラジカルが発生すると考えられる。このラジカルは
光触媒によって生み出されるラジカルと同等であると考えられ、水が光触媒と接触して超
親水性を示すのと同等の働きをする結果、ガラスやステンレス表面で水滴となりにくくな
り、水滴痕が残らなくなったと考えられる。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】銀イオン溶出量の時間による変化を示す図である。
【図２】超音波発振装置により銀イオン水を生成する方法を示す概略図である。
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